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 大人部会新入生 28名、2年生以上が 91名。子ども部会は 29家族、子どもたちを含めると子ど

も部会だけで 100人超。総勢 200人を超えます。実ににぎやかな門出です。  

「 沼 の ほ と り 」 
NPO 法人手賀沼トラスト会報 第１３１号     （発行日：２０２３年４月１日） 

 

月 日
曜

日

開始

時間

内　　　　　容

※暗渠清掃：毎回担当チームが実施

堆肥

回収

回

数

当番

チーム

4 土 8:30 堆肥散布（スタッフ作業）、作物担当計画打合せ、新入生説明会

11 土 8:30 開講式、里山保全／落ち葉集め、 農機点検・整備、ニンニク・玉ねぎ追肥 ● 1 A

18 土 8:30 堆肥・ボカシ肥つくり（コーヒー粕、卵殻） 切返 2 B

25 土 8:30 ジャガイモ植付、カボチャ播種（ポット）、ボカシ肥切返し(1回目） ● 3 C

1 土 8:30 白ネギ播種、ボカシ肥切返し(2回目）、田圃整備、里芋種芋準備 切返 4 D

8 土 8:30 稲予措、苗箱洗浄、堆肥切返し（1回目）、ボカシ肥切返し（3回目）、稲プール設営、里芋植付け ● 5 A

15 土 8:30 稲播種、ボカシ肥収納 切返 6 B

22 土 8:30 田圃施肥、とうもろこし播種、枝豆播種、じゃがいも管理 ● 7 C

29 土

6 土 8:30 田植え準備、スイカ定植、カボチャ定植 ● 8 D

13 土 8:30 【イベント】田植え、早苗饗 切返 9 A

20 土 8:30 落花生播種、圃場管理（白ネギ・枝豆・カボチャ） ● 10 B

27 土 8:30 サツマイモ植付け、圃場管理、稲補植、堆肥切返し（2回目）、ニンニク収穫（6/10→5/27） ● 11 C

3 土

10 土 8:30 田圃除草、圃場管理、玉ねぎ収穫 ● 12 D

17 土 8:30 里山保全（ヒマワリ畑除草）、圃場管理 切返 13 A

24 土 8:30 圃場管理（除草）、馬糞回収 ● 14 B

1 土 8:30 ジャガイモ収穫、圃場管理 切返 15 C

8 土 8:30 【イベント】　かかし作り（子ども部会・外部）　馬糞堆肥回収作業＜特別追加＞ ○

15 土 9:00 （収穫祭）白ネギ定植、圃場管理、枝豆・スイカ・収穫 切返 16 D

22 土 8:30 かかし作成・設置（会員）、とうもろこし収穫、かぼちゃ収穫（8/20→7/22） ● 17 A

29 土

5 土 8:30 里山保全（みかん山除草・摘果）、圃場管理 ● 18 B

12 土

19 土 8:30 【イベント】かかし祭り、圃場管理 ● 19 C

26 土 8:30 そば播種、ニンジン畝立て・播種、玉ねぎ／苗床作成、白ねぎ管理 切返 20 D

2 土 8:30 大根播種、ハザ作り、稲刈り準備、レタス播種 ● 21 A

9 土 8:30 【イベント】稲刈り、ハザ架け、虫捕り大会・クイズ（子ども部会） 切返 22 B

16 土 8:30 脱穀、ハザ解体、かかし解体、玉ねぎ播種 ● 23 C

23 土

30 土 8:30 籾摺り、人参・レタス・大根・白ねぎ・そば管理、ボカシ肥作成 ● 24 D

7 土 8:30 落花生収穫、（菜の花播種）、人参・レタス・白ネギ・大根管理、米分配準備、ボカシ肥切返し 切返 25 A

14 土 8:30 サツマイモ収穫、ニンニク播種、冬水田圃荒起こし、大根管理、ボカシ肥切返し ● 26 B

21 土

28 土 8:30 【イベント】そば刈り取り・脱穀、圃場・田圃管理、ボカシ肥収納 ● 27 C

4 土

11 土 8:30 里芋・大根・赤大根・レタス収穫、玉ねぎ定植 ● 28 D

18 土 8:30 【イベント】そば祭り

25 土 8:30 里山保全（花蓮池除草）、大根・レタス収穫、米分配準備（修了式用） ● 29 A

2 土

9 土 8:30 白ネギ・ニンジン収穫、大掃除、修了式、スタッフ反省会 ● 30 B

16 土 8:30 【イベント】　もちつき大会
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以下は、一昨年、山崎記念農業賞を受賞した手賀沼トラストへのお祝いの言葉を、機関誌『耕』

152 号から転載したものです。監事の高木さんはかつて手賀沼トラストの会員でした。 

 

地元のニーズに応える手賀沼トラスト方式の新しい遊休農地活用  
  

手賀沼トラストには､活動の中心をなす｢里山保全部門｣と｢遊休農地活用部門｣があります。この

２つの部門ともユニークな活動を行なっています。なかでも､市民団体である手賀沼トラストのよ

うなＮＰＯが遊休農地の活用を行うのは珍しいと思います。そこでは、65 歳以上の地元有志から

なる｢遊農チーム｣が農家から委託を受けて､稲づくりを行ない収穫したお米を｢子供食堂｣へ寄贈し

たり、畑では菜の花やヒマワリを季節ごとに見事に咲かせ､散歩道や迷路をつくり大勢の市民に公

開するなど､それぞれに大きな成果を上げています。 

 2022年５月には､会員の発案により｢遊休農地活用部門｣に新たな２つの部会、｢健康長寿部会｣と

｢小麦部会｣が発足しています。この２つの部会とも、近隣農家が耕作できなくなった畑が手賀沼ト

ラストに託されて実現したものです。健康長寿部会では､青パパイヤなど健康によい作物をつくる

ことを予定しています。小麦部会では､小麦を栽培し製粉を経て強力粉をつくるようです。 

 このように会員有志が部会をつくり遊休農地を活用し､創意工夫をこらしてさまざまな作物をつ

くるのも､都市化が進む里山保全地域における農地活用の新たな方策であるといえるのではないで

しょうか。今後のますますのご発展を願っております。      高木茂(山崎農業研究所幹事) 

 

 多彩な後継者づくりに拍手 
 

 私は 2006 年４月から 2020 年３月まで東京大学柏キャンパスに勤務していたため､手賀沼とは､

少ながらぬ縁がある。手賀沼の水質浄化を祈念して毎年 10 月に開催される｢手賀沼エコマラソン｣

には､学生諸君にまじってほぼ毎年出場し､手賀沼を一周余していた。沿道の声援や鳥の声を聞きな

がら､ゆっくりと楽しんだ。 

 手賀沼トラストの活動地域は､走り始めて２～３キロのところにある。まだランナーが固まって

おり、沿道を楽しむ余裕もそれほどないが、住宅が途切れ､農地が広がってきて､気持ちよく走れる

あたりだったと､のちに知った。 

 手賀沼南岸の鷲野谷には､大学の秘書さんの実家があり、タケノコ掘りや市民農園の見学にも出

かけた。学生実習(フィールドワーク)でもお世話になった。 

 手賀沼トラストの活動を知り、二度三度訪問し、見学し話をうかがった。活動の独自性について

は、選考理由報告書等に記されており、ここでは繰り返さない。

私が特に評価したいのは、後継者の育成システムだ。私は 2000

年頃から､棚田ネットワークや棚田学会の活動に参加し、棚田オ

ーナー制度で棚田での稲作を楽しんだが、棚田オーナー制度は

持続性が乏しい。1 年 2 年で終了する地区がやたらと多い。長

年続いているところは少ない。企画に無理があったりすると長

続きしない。ある程度長く続いても、今度は後継者問題に直面

する。いかにして後継者を育成するか､そこがカギだ。手賀沼ト

ラストは、里山農教室で多くの後継者たる人材を育成し、ＧＭ

Ｔ６５として活動し、子供部会で将来を考えている。 

 育った後継者候補も、もとはみな非農家だが､学ぶ側から教え

る側になることで、自分の知識や経験を見直し、再評価し、ブ

ラッシュアップできる。このようなシステムのもとで､参加する

多世代の市民に活動の場を提供し､活動の苦労と喜びとを分か

ち合っている手賀沼トラストに大きな拍手を贈りたい。里山保

全､人材育成､地域貢献のリーダーとして、ますます発展されん

ことを願う。      山路永司 (山崎農業研究所所長) 
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４・５月の活動予定    

4 1 土 8:30 ～ 12:00 里山農教室 日暮会場 白ネギ播種、ボカシ肥切返し(2回目）、田圃整備

4 2 日 8:30 ～ 12:00 定例活動 各所 樹林地管理、道路清掃

4 4 火 8:30 ～ 12:00 遊休農地 宮前・沼田圃 温湯消毒・浸種、田圃耕耘

4 7 金 8:30 ～ 12:00 遊休農地 宮前・沼田圃 ビニールハウス修理・均平、播種機点検、苗箱洗浄

4 8 土 8:30 ～ 12:00 里山農教室 日暮会場 稲予措、苗箱洗浄、堆肥切返し（1回目）、ボカシ肥切返し（3回目）

4 8 土 13:00 ～ 15:00 ハーブ部会 日暮会場 圃場整備

4 11 火 8:30 ～ 12:00 遊休農地 宮前・沼田圃 播種

4 15 土 8:30 ～ 12:00 里山農教室 日暮会場 稲播種、里芋種芋準備、ボカシ肥収納

4 15 土 13:00 ～ 15:00 養蜂部会 日暮会場 蜂捕獲、蜂場整備

4 16 日 8:30 ～ 12:00 定例活動 各所 樹林地管理、道路清掃

4 18 火 8:30 ～ 12:00 遊休農地 宮前・沼田圃 田植え機点検

4 22 土 8:30 ～ 12:00 里山農教室 日暮会場 田圃施肥、里芋植付、とうもろこし播種、枝豆播種、じゃがいも管理

4 22 土 10:30 ～ 15:00 子ども部会 めばえの里 マルシェ

4 23 日 ソバ勉強会 けやき調理室 ソバ打ち練習

4 25 火 8:30 ～ 12:00 遊休農地 宮前・沼田圃 代かき

4 28 金 8:30 ～ 12:00 遊休農地 宮前・沼田圃 田植え、基肥

4 30 日 13:30 ～ 15:30 定例理事会 けやき10階 理事会

4 未定 遊休農地 船戸圃場
ロータリ耕
圃場周辺除草
、

4 未定 遊休農地 花和下圃場
ロータリ耕、除草
馬糞堆肥散布、肥料散布

4 未定 遊休農地 浅野圃場 第2圃場　馬糞堆肥及び肥料散布　ロータリ耕

5 2 火 8:30 ～ 12:00 遊休農地 宮前・沼田圃 除草剤散布

5 6 土 8:30 ～ 12:00 里山農教室 日暮会場 田植え準備、スイカ定植、カボチャ定植

5 7 日 8:30 ～ 12:00 定例活動 各所 樹林地管理、道路清掃

5 13 土 8:30 ～ 12:00 里山農教室 日暮会場 【イベント】田植え

5 13 土 13:00 ～ 15:00 ハーブ部会 日暮会場 圃場整備

5 17 木 ソバ勉強会 けやき調理室 ソバ打ち練習

5 20 土 8:30 ～ 12:00 里山農教室 日暮会場 落花生播種、圃場管理（白ネギ・枝豆・カボチャ）

5 20 土 13:00 ～ 15:00 養蜂部会 日暮会場 蜂捕獲、蜂場整備

5 21 日 8:30 ～ 12:00 定例活動 各所 樹林地管理、道路清掃

5 27 土 8:30 ～ 12:00 里山農教室 日暮会場 サツマイモ植付け、圃場管理、稲補植、堆肥切返し（2回目）、ニンニク収穫）

5 未定 遊休農地 船戸圃場
馬糞堆肥散布、肥料散布
ロータリー耕耘
ヒマワリ播種

5 未定 遊休農地 花和下圃場 ロータリ耕、除草、ひまわり播種

5 未定 遊休農地 浅野圃場 第2圃場　ロータリ耕　ひまわり播種

４
５

未定 特別コース 日暮会場 例会

４
５

未定 健康長寿部会 浅野第６圃場 植付け・管理

４
５

未定 小麦部会 浅野第3圃場 管理
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菜の花イベントも 700人近い市民に楽しんでもらいました！ 

運営スタッフの皆様、お疲れ様でした。 

3 4 土 8:30 ～ 12:00 里山農教室 日暮会場 堆肥散布、説明会 説明会　30人

3 4 土 13:00 ～ 16:00 小麦部会 浅野第3圃場 肥料散布 15人

3 5 日 8:30 ～ 12:00 定例活動

ミカン山
第2駐車場
トンネル下

三角駐車場
冬水田圃
船戸圃場

施肥、枝落とし、落ち葉対策
竹、藤ツルの整理、ゴミ処理
清掃
除草、道路側生垣下除草
ガソリンスタンド裏へ堆肥作り用枠作り
菜の花会場の管理

30人

3 11 土 8:30 ～ 12:00 里山農教室 日暮会場 開講式、里山保全／落ち葉集め、農機点検・整備、ニンニク・玉ねぎ追肥
大人部会101 人
子ども部会51 人

3 11 土 13:00 ～ 15:00 ハーブ部会 日暮会場 畝立て、除草 ？

3 17 金 9:00 ～ 10:00 遊休農地 船戸圃場 「菜の花畑散策と頭の体操」イベント準備 12人

3 19 日 8:30 ～ 12:00 定例活動
船戸圃場

各所
集会場南面

イベント手伝い、会場見学
ゴミ拾い、清掃
草刈り、苗箱整理

8人

3 19 日 8:30 ～ 12:00 里山農教室 日暮会場 堆肥・ぼかし肥作成
大人部会６８人 子
ども部会 ４人

3 19 土 13:00 ～ 15:00 養蜂部会 日暮会場 蜂捕獲準備、蜂場整備 20人

3
19
|
22

日 9:30 ～ 15:30 遊休農地 船戸圃場 イベント　菜の花畑散策と頭の体操 37人

3 22 水 9:00 ～ 15:30 遊休農地 浅野圃場 第1.第2圃場の菜の花モア掛け、ロータリー耕耘 1人

3 23 木 9:00 ～ 12:00 竹教室 日暮会場 竹製品作り 6人

3 26 日 13:30 ～ 16:00 定例理事会 けやき10階 理事会 9人

３月の活動報告 

発行責任者 富沢 崇       事務所：270-1156 千葉県我孫子市根戸新田 135-3 

℡:090-2234-5610  e-mail：info@teganuma-trust.jp   ホームページ：検索手賀沼トラスト 

理事会便り   ＊ヒマワリ迷路について 
 

2014年から 9年間、船戸圃場でヒマワリ迷路イベントを開催してきましたが、丈を揃えて迷

路に仕立てるのは大変な作業でした。播種後に込み合ったところを間引き、その苗を欠株のと

ころに移植。しかも移植は雨が見込まれる直前に行うなど気苦労が絶えませんでした。さらに

暑い中での雑草取り。迷路の作成・管理など、手間のかかる仕事が目白押しでした。これらの

作業は定例活動や遊農チームを動員して行いましたが、担当者桐石さんの苦労は想像を絶する

ものでした。 

そこで、今年度はあまり手のかからない方法でヒマワリイベントを開催しようということに

なりました。 

理事会で出たのは、ヒマワリ畑の真ん中にお立ち台を置いて、手賀沼に向かって絶叫すると

いう案。題して「ヒマワリの中心で愛を叫ぶ」・・・寺田案。 

ヒマワリ畑のなかに通路（迷路ではない）を作って、自由に散策してもらう、子どもたちは

隣の雑草地で虫捕り大会・・・子ども部会案。 

ヒマワリ写真コンテスト、ヒマワリ短歌コンテスト・・・富沢案。 

いずれにしても早めに成案を得なければなりません。なにかいい案がありませんか？ ぜひ

理事までお寄せください。また、イベントを担ってみたいという方も募集しています。 


